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内容

• COP30で関わった公式サイド
イベント（2025.11.19 開催）の
概要紹介

•ジャパンパビリオンセミナー
（2025.11.14 開催）の概要紹介 

賑わいを見せるグリーンゾーン

ブルーゾーン入口



公式サイド
イベント

2025年11月19日開催



COP30で開催された公式サイドイベント

•緩和 ・・・・・・・・・  95 件
•適応 ・・・・・・・・・ 70 件
•実施や支援の方法 ・・・・・  68 件
•統合的アプローチ ・・・・・   125 件
•その他 ・・・・・・・・・      10 件
•合計 368 件 Side Events and Exhibits Online 

Registration System (SEORS)



Forests/REDD関連のイベント38件の
メインカテゴリー

統合的
アプローチ
52.6%

緩和
36.8%

適応2.6%

実施・支援の方法
7.9%「統合的アプローチ」に

分類されたイベントが最も
多かった
（20 / 38件）

主なキーワード：
Finance/Carbon markets, 
Biodiversity, 
People/Community,
Policy, etc.



持続可能な木材・森林・生計が果たす気候変動緩和と適応への貢献



自然に基づく解決策（NbS）の重要性

地域コミュニティ主体の森林経営に関する研究の必要性

都市の建築における環境保全木材の利用推進

森林再生プロにおける地域コミュニティからの理解の重要性

植林プロにおける女性・若者の貢献の重要性と資金の必要性

持続可能な熱帯林経営へ向けて、より力強く共に声を

参考：ITTOホームページ「COP30: 持続可能な木材、森林および生計が果たす気候変動の緩和と適応への貢献」



議論の概要

【強調された点】

・持続可能な森林経営による森林の健全性への貢献

・先住民族や地域コミュニティから学び協力する必要性

・パイロットプロジェクト立ち上げの重要性

・政府・研究機関・民間セクター・コミュニティ間の協力の必要性

参考：ITTOホームページ「COP30: 持続可能な木材、森林および生計が果たす気候変動の緩和と適応への貢献」
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相互に関連する地球規模課題への取組に対する森林生態系機能の貢献

宮本和樹
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地球規模課題は相互に関連

はじめに

自然に基づく解決策
地球規模課題に取り組むための
実践的かつ統合的なアプローチ
として不可欠

Figure SPM.5, Panel A

1. ベトナムにおける森林を活用した防災・減災（F-DRR）のため
の森林管理（ベトナム）

2. アンデスーアマゾンにおける山地森林生態系保全のための
統合型森林管理システムモデルの構築（ペルー）

トピック
SPM: IPBES-11-12-Add.1-Amended-ADVANCE.pdf   
https://www.ipbes.net/nexus-assessment

Figure SPM.5, Panel A

IPBES ネクサスアセスメント

https://www.ipbes.net/nexus-assessment
https://www.ipbes.net/nexus-assessment
https://www.ipbes.net/nexus-assessment


2017年の地すべり地点

１．ベトナムの事例 ゾーニングと地すべり地点

Landslide

特別な目的の森林

生産林

農地

保護林

• 保護区に多くの
地すべり地点

• 回復途上にある
若い林がみられる
のが特徴

令和6年度 森林技術国際
展開支援事業報告書
https://redd.ffpri.go.jp/pub_db
/annual_report/index_ja.html



優先的なエリア

特別地域

生産林

農地

森林の維持や造成を進めるための優先エリアの特定

保護林において
優先エリアは

• 集落から半径500 m 
の範囲内（赤丸）

• 地すべりのリスク
が高いエリア
（黄色いドット）

生産林

令和6年度 森林技術国際
展開支援事業報告書
https://redd.ffpri.go.jp/pub_db
/annual_report/index_ja.html



２．ペルーの事例 統合型森林管理システム
モデルの概要

現状の可視化

地域住民が選択したシナリオに基づくゾーニング
／森林管理

シナリオ作成のため
の統計量の計算

住民が選択した

シナリオに基づく
将来予測

コンジョイント分析

シナリオの選定

情報

住民を対象とした調査

入力

情報

入力

対策の実施

選定情報

住民の
意見

例．森林再生プログラムなど

土地利用
炭素蓄積
森林劣化
回復ポテンシャル
火災頻度
火災リスク
降水量
水資源分布

地図の作成

入力
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ポイント

•地球規模課題は相互に関連 →NbSの有効性

•森林を活用した防災・減災（F-DRR）のための森林管理
（ベトナム）
• リモートセンシングと空間情報は森林管理に対する住民の関心を
高めるために効果的に活用できる

•統合型森林管理システムモデルの構築（ペルー）
• 住民の生計と環境の両方を考慮し、住民による意思決定のために
役立つツールになり得る

•複雑かつ相互に関連する地球規模課題に取り組むため、
統合型のアプローチを通じたさらなる取組が必要



ジャパン
パビリオン
セミナー

2025年11月14日開催



ジャパンパビリオンセミナー日程

環境省 COP30 Japan Pavilionホームページより



ジャパンパビリオンセミナー日程

自然・農林分野 11件 / 34件

環境省 COP30 Japan Pavilionホームページより



気候危機における森林の役割



伝統的コミュニティの社会正義と権利確保の手段としての
熱帯林管理：ブラジルアマゾンの「永遠の緑の保護区」の事例

気候危機：ベナン、カメルーン、トーゴの
アフリカ女性たちによる解決策

持続可能な森林管理と木材利用を通じた

気候変動対策における日本の取組

グローバルサウスの気候変動適応に
おける森林の役割



パネルディスカッション

• REDD+を含む気候変動緩和策の推進について
→地域の状況に応じた課題の特定
ステークホルダーとの共通認識
技術支援、能力強化、資金支援

• 森林の機能を活用した気候変動適応のあり方
→ 地域の状況に応じた課題の特定
グリーンインフラとしてのEco-DRR (生態系を活用
した防災・減災）とグレーインフラの組合わせ

• 地域住民の権利や生物多様性がどのように
守られていくべきか？
→生態系保全等の活動に対する住民への対価支払い

資金調達の仕組み

研究機関や行政の関与



ご清聴ありがとう
ございました
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